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小林　和夫
はじめに
　本論の目的は，ウィリアム・コーンブラムの『ブルーカラーコミュニテ
ィ』（以下，BCCと略す）₁）の知見にしたがいながら，産業コミュニティに
おけるマシーン政治の民族的遷移の提示をこころみることである。
　一般に，マシーンはアメリカの都市政治に特有のものといわれてきた。マ
シーンの形成は，アメリカの19世紀末から20世紀初頭にかけての急速な工業
化と都市化に深くかかわる。工業化はとくに都市で雇用を創出する。多くの
移民たちが，生活の糧を求めて都市に流入したが，新住民の彼らは生活のた
めの資源やネットワークを持っていなかった。そこで，マシーンは移民たち
の日常的な相談にのり，職業の斡旋や金品の付与などの便益を与える代わり
に，じぶんたちの政党への支持を約束させた。当時のアメリカでは，白人男
性の普通選挙がすでに実施されており，移民であっても比較的容易に選挙権
を得ることができたため，移民とマシーンは相互に利益を得る関係性が構築
されたのである。この意味で，マシーンとは，アメリカの特定の歴史的・社
会的・政治的文脈のもとで都市に誕生した「現象」といえよう。
　アメリカのマシーン政治については数多くの研究がある。平田美和子の整
理を借用すれば，マシーン政治研究は，19世紀後半から20世紀初頭にみられ
たマシーンの功罪をめぐる「モラリスティック・アプローチ」と「リアリス
ティック・アプローチ」，マートンの機能分析（Merton　1957 = 1961）に依
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拠し1960年代に隆盛した政治社会学的な「マートン的アプローチ」，1970年
代以降の政治経済学的な「マートン・モデルへの批判的アプローチ」，こん
にちにいたる，マシーン対リフォームという二元法にとらわれない「多面的
なアプローチ」に大別できる（平田　2001：25 ─ 35）。
　シカゴは，アメリカの都市のなかでもとくにマシーン政治の力が強い地域
であった。このため，シカゴのマシーン研究はきわめて多い。代表的なもの
を列挙すれば，ゴスネルの研究（Gosnell　1937）を嚆矢として，政治機関
（club）とマシーンの関係を論じたバンフィールドとウィルソンの研究
（Banfield and Wilson　1963）₂），シカゴの選挙区政治とコミュニティを詳細
に分析したグターボックの研究（Guterbock　1980），アイルランド系アメリ
カ人とマシーン政治との関係を分析したエリーの研究（Erie　1988），黒人コ
ミュニティとマシーンをあつかったグリムショウの研究（Grimshaw　1992），
都市再開発にともなうグラスルーツとコミュニティの政治的変化を分析した
ベネットの研究（Bennet　1997）などがある。
　これまで，社会科学者によるマシーンの一般的な定義は「草の根における
さまざまなエージェントをふくめた強固で階層的な組織をもち，組織ぐるみ
でマシーン構成者に恩恵を分配する政党の特殊形態」（Guterbock　1980：3 ）
といった類いであった₃）。上述のシカゴを調査地とするマシーンの諸研究は，
ややもすると単線的になりがちなマシーンの定義を修正してきたといえるだ
ろう。本論でとりあげる，BCCもジャノウィッツが評しているように，マ
シーンという政治組織が平凡な官僚組織ではなく，その内部では任命や選出
をめぐってのるかそるかの反対勢力が存在することを例示している
（Janowitz　1974：xi）。
　アメリカでは，シカゴで20年以上にわたって市長を務めたデイリー（在
任：1955～1976年）の死をもって，強固なマシーン政治の歴史が閉幕したと
いわれている。BCCの調査が行われたのは1960年代末であり，出版が1974
年であることを考えると，BCCはシカゴの強固なマシーン政治が終焉に向
かう時期に調査がなされ，出版されたモノグラフ作品と位置づけることがで
きる。では，シカゴにおける強固なマシーン政治が終息していった最晩年に，
マシーン政治のハイアラーキーを構成する末端の選挙区や投票区では，どの
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ような実態がみられたのであろうか。本論の問題関心はこの点にある。
　次に，シカゴ学派のコミュニティ研究に対するBCCの位置づけをみてお
きたい。奥田道大はシカゴ学派の系譜を，「初期シカゴ」（1920～30年代），
「セカンド・シカゴ」（第2次世界大戦後～1980年代），「ポスト・シカゴ」
（1990年代以降）と整理している（奥田　2006：108）。この奥田の整理にした
がえば，BCCは「セカンド・シカゴ」時代の作品となる。では，「初期シカ
ゴ」と「セカンド・シカゴ」のコミュニティ研究の差異はどこにあるのだろ
うか。コーンブラムによれば，「初期シカゴ」のコミュニティ研究のほとん
どは，コミュニティにおける政治的過程を侵入・遷移・支配という段階的な
ものとはとらえていなかった。「初期シカゴ」の研究者たちにとって，サウ
スシカゴは典型的な「自然地区」（natural area）であった（Kornblum　
1974：xv）。
　たとえば，トマスとズナニエツキはサウスシカゴのポーランド人移民を都
市における「ポーランド」の一部とみなした（Tomas and Znaniecki　1918
─ 20）。また，アボットはサウスシカゴの劣悪な工場近くの安アパートが並
ぶ近隣社会を観察し，彼らの過酷な貧困を描写した（Abbott　1936）。この
ように，初期シカゴの社会学者たちにとって，多民族から構成される産業コ
ミュニティのサウスシカゴとは，農村社会における社会解体の局所解であっ
た（Kornblum　1974：xv）。
　一方，「セカンド・シカゴ」のコミュニティ研究の特徴は，地域のコミュ
ニティ内の集団とより大きな外部社会とを結びつけながら，明示的に地域の
政治機関の役割に焦点をあてたことにあった（Kornblum　1974：xv-xvi）。
コーンブラムは，「セカンド・シカゴ」のコミュニティ研究の特徴をあらわ
している研究として，『都市環境におけるコミュニティ新聞』（Jonowitz　
1952），『都市のフロンティア』（Wade　1959），『アマチュアの民主党員』
（Wilson　1966），『スラムの社会的秩序』（Suttles　1968）などの作品群をあ
げている。
　これらの作品群のなかでも，「セカンド・シカゴ」のコミュニティ研究の
嚆矢となったのがジャノウィッツの『都市環境におけるコミュニティ新聞』
である。同作品では，住民たちの自由な意思にもとづいて参加や退出が決定
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されるコミュニティを「有限責任のコミュニティ」として概念化した。ジャ
ノウィッツは，「有限責任のコミュニティ」の概念を用いて，都市における
コミュニティの現実は，「初期シカゴ」のコミュニティ研究が想定していた
ような「自然地区」ではなく，「自発的結社やコミュニティ新聞などのゲゼ
ルシャフト的な形態をとって存続していた」（松本　1998：56）ことを明らか
にした。
　シカゴ大学でジャノウィッツの指導を受けていたコーンブラムは，「初期
シカゴ」のコミュニティ研究とは一線を画した「有限責任のコミュニティ」
概念を導きの糸として，ほかの「弟子たち」と同じようにセカンド・シカゴ
のコミュニティ研究をさらに深化させていく。以上から，BCCはジャノウ
ィッツを嚆矢とする「セカンド・シカゴ」のコミュニティ研究の系譜に連な
る研究といえよう。
　本論の構成を示す。1ではBCC執筆の歴史的背景とBCCの構成を略述す
る。2ではサウスシカゴの歴史と1900～1970年代の民族的遷移の概要を整理
する。3ではサウスシカゴにおける選挙区政治の特徴を端的に述べる。4で
は投票区幹事の3類型を考察する。結語では本論の知見をまとめる。
　
1．BCC執筆の背景と全体の構成
　
　1960年代から1970年代にかけて，シカゴ大学では特定のコミュニティにお
ける社会階層と政治に焦点をあてた社会学的研究が多く行われ，新しいモノ
グラフシリーズとして出版された。たとえば，南ミシガンにおける異なった
人種間の研究（Hesslink　1967），シカゴの南海岸のコミュニティにおける人
種統合の研究（Molotch　1972），地域コミュニティの生態学的・規範的パタ
ーンの研究（Hunter　1974）などが列挙できる。BCCも，これらのモノグラ
フシリーズに連なる作品と位置づけられる。
　BCCは，多民族によって構成される産業コミュニティが，労働組合の政
治と選挙区のマシーン政治という2つのローカルな政治的機関によって統合
されていることを描いたモノグラフである。このうち，本論では，後者の選
挙区のマシーン政治に焦点をあてる。BCCの調査対象地には，1世紀以上
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にわたり鉄鋼業を中心とする重工業によって支配されてきたサウスシカゴの
コミュニティが選ばれている。サウスシカゴは，シカゴ大都市圏の市境にあ
る大きな製鉄工場のコミュニティから構成される地域である。アメリカのい
たるところにある鉄鋼の町と同じように，サウスシカゴの人びとの大部分は
労働者階級であり，その大多数の世帯は，地域の工場や関連産業のブルーカ
ラー職で得る収入で生計を立てていた。サウスシカゴは，産業構造の転換に
よって1970年代後期と1980年代に雇用基盤の多くを失ってもなお，シカゴ大
都市圏の市境の周縁に大きな製鉄工場のコミュニティを残していた地域であ
った₄）。
　コーンブラムは，BCCの調査にあたって，サウスシカゴに妻とともに移
住する。そして，コーンブラムは地元の政治運動にも積極的に参加し，半年
間，製鉄工場で副主任としても働く₅）。コーンブラムは，これらの参与観察
によって，多民族から構成される労働者階級のコミュニティの民族的遷移や
統合を分析し，地元の政治機関を媒介とした労働者階級の政治的諸相を明ら
かにしている。
　コーンブラムが多民族から構成される労働者階級のコミュニティや政治に
関心をもった理由は彼のBCC調査についての回顧から読みとれる。コーン
ブラムは，1996年にフィールド調査についてのリーディングスを編さんして
いる。『フィールドで─フィールド調査経験のリーディングス』（Smith and 
Kornblum　1996）がそれである。同書は，15編の社会学的モノグラフの概
要と，モノグラフの筆者本人によるフィールド経験の回顧が紹介されている。
同書には，イライジャ・アンダーソンやウィリアム・ホワイトなど著名なシ
カゴモノグラフの執筆者たちにくわえ，編者のコーンブラムじしんも，BCC
の調査についての回顧を寄稿している。この回顧には，サウスシカゴで参与
観察をはじめる経緯についての説明がある。
　コーンブラムは1967年末に調査地のサウスシカゴに移住し，本格的に参与
観察をはじめているが，それ以前にも，サウスシカゴに通っていた。コーン
ブラムは，そこでコミュニティでの生活に参与する契機を与えてくれたセル
ビア料理のレストラン経営者夫妻と出会う₆）。コーンブラムはこの夫妻から
常連たちを紹介されたが，その常連たちの大部分は30代半ばから40代はじめ
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のセルビア人移民の鉄鋼労働者たちであった。しかし，当時までのシカゴ学
派の先行研究には，BCCの研究がはじまった1960年代末まで，セルビア人
やクロアチア人などの南スラブ系民族のコミュニティ研究は皆無に近かった。
また，シカゴでは，一般的に南スラブ系住民をふくめた労働者階級に対する
関心は低く，シカゴ大学のキャンパスでは，学生の政治グループが労働者階
級のベトナム反戦運動参加をめぐって議論を重ねていたが，ほとんどの友人
が大学のすぐ近くに居住する労働者階級に関して何の知識もなかった
（Kornblum　1996：99 ─ 100）という。
　コーンブラムにとって，サウスシカゴは，これまでほとんど研究の対象に
ならなかったセルビア人やクロアチア人の労働者階級が多く居住し，彼らの
文化的・社会的適応を観察するにはうってつけの調査地₇）であった
（Kornblum　1996：99 ─ 100）。また，コーンブラムにとって，サウスシカゴ
に林立する広大な工場サイト群はまさにスペクタクルであり，畏敬の対象で
あった。
　このような問題関心から，コーンブラムはサウスシカゴに深い関心を寄せ，
同地で調査を開始することになる。続いてBCCの全体の構成をみてみよう。
BCCは表1のように4部9章から構成されている。
　第1部「民族集団とコミュニティ機関」では，サウスシカゴにおける多様
な民族集団とコミュニティ機関の存在が示されている。第2部「地元の労働
組合における交渉と遷移」では，サウスシカゴの地元の労働組合政治に，労
働者階級がいかにして参与していくかが描写されている。第3部「選挙区政
治と民族的遷移」では，サウスシカゴの選挙区政治に民族的遷移がどのよう
に関係しているかが描写されている。第4部「ブルーカラーコミュニティと
社会変動」では第1部から第3部までの知見を敷衍して，労働者階級の社会
と国家の関係性が考察されている。本論では上記のうち第3部「選挙区政治
と民族的遷移」に焦点をあてて産業コミュニティにおけるマシーン政治の民
族的遷移を論じる。
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2．サウスシカゴの歴史₈）と民族的遷移
　サウスシカゴ（図1参照）は，シカゴの中心地区であるループ（The 
Loop）から南東約16キロのところに位置している。カルメット河の河口に
あるサウスシカゴは，もともと漁師と農民の集落地区であったが，19世紀半
ばからカルメット河と鉄道輸送ルートの交差地として，急速に発展していっ
た。1871年のシカゴ大火後，シカゴの産業の中心地はサウスシカゴに移る。
それとともに，最初の移民たちであるスウェーデン人，スコットランド人，
表1：BCCの全体構成
部 章 内容
序文（モリス・ジャノウィッツ）
1
民族集団とコミュニティ機関
イントロダクション─サウスシカゴのコミュニティ
1． 近隣社会の居住と民族的変化の生態学
2． 工場労働と第一次集団
3． 第一次集団の形成と工場の近隣社会
2
地元の労働組合における交渉と遷移
イントロダクション
4． 地元労働組合とその近隣社会の歴史
₅． 労働組合の遷移のダイナミクス
3
選挙区組織と民族的遷移
イントロダクション
₆． 産業選挙区の政治生態学
₇． 選挙区政治におけるメキシコ人の遷移
₈． 選挙区政治におけるスラブ人の遷移
4 ブルーカラーコミュニティと社会変動
9． 労働者階級の社会と国家
出典：Kornblum 1974, v-viを参考に筆者作成
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ウェールズ人，ドイツ人などが，製材業や鉄鋼業などの熟練労働者としてサ
ウスシカゴに入ってくるようになった。この頃，1875年にブラウン鉄鋼会社
（The Brown Iron and Steel Company）が，1880年にはノースシカゴ圧延
会社（North Chicago Rolling Mill Company）がサウスシカゴで生産を開始
している。
　1889年，ハイドパークの市街地の一部だったサウスシカゴはシカゴ市に合
併された。合併当時，その地域の半数の住民は国外で生まれた者たちだった。
図1：サウスシカゴの地図
出典：Kornblum 1974, p11より転載
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表2：サウスシカゴの近隣社会における民族の定住パターン
（1900年・1930年・1970年）₉）
近隣社会 1900年 1930年 1970年
ブッシュ 北ヨーロッパ人
アイルランド人
一部のポーランド人
ポーランド人
北ヨーロッパ人
メキシコ人
ポーランド人
ミルゲート ドイツ人
スカンディナビア人
南スラブ人
イタリア人
メキシコ人
メキシコ人
黒人
チュルテンハム 北ヨーロッパ人 北ヨーロッパ人
ポーランド人
ポーランド人
メキシコ人（一部）
ベッセマー・パーク ドイツ人
アイルランド人
スコットランド人
北ヨーロッパ人
ポーランド人
ポーランド人
メキシコ人
スラグ・バレイ なし 南スラブ人
北ヨーロッパ人
南スラブ人
北ヨーロッパ人
メキシコ人
メモリアル・パーク なし 北ヨーロッパ人
南スラブ人
南スラブ人
ポーランド人
アイアンデール アイルランド人
ドイツ人
アイルランド人
アイルランド人
メキシコ人
南スラブ人
黒人
イースト・サイド：
セント・ジョージ ドイツ人
スカンディナビア人
スラブ人（一部）
南スラブ人
イタリア人
イタリア人
南スラブ人
セント・フランシス ドイツ人
アイルランド人
スカンディナビア人
ドイツ人
スカンディナビア人
アイルランド人
南スラブ人
北ヨーロッパ人
ポーランド人
アヌンシアタ なし ドイツ人
スカンディナビア人
北ヨーロッパ人
ポーランド人
南スラブ人
出典：Kornblum 1974, p14より筆者が一部改編。
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1901年には，ユナイテッド・ステイツ・スティール社（United States Steel 
Corporation）がサウスウォークスに開業した。同社の開業で，サウスシカ
ゴは世界でもっとも大量に鉄鋼を生産する工業地帯の1つになった。この結
果，ポーランド人，イタリア人，黒人，メキシコ人が，第一次世界大戦前後
に移住してきた。黒人の多くは港湾労働者として働いていたが，たいてい，
カルメット河の河口近くの住宅地に分離されていた。
　古い移民たちはカルメット河を超えてより良い環境の近隣社会に移動し，
新しい移民たちは工場の近隣社会に定住する傾向があった。サウスシカゴの
労働者たちは，民族的紐帯と作業グループを基盤として，複雑な社会的結合
をつくりあげた。カトリック教会，民主党の選挙区組織，そして，全米鉄鋼
労働組合がサウスシカゴの民族的分裂を克服する助力となっていく。
　第2次世界大戦後には，セルビアとクロアチアからの難民がサウスシカゴ
に移住してきた結果，サウスシカゴの人種・民族構成は，南の郊外地へ向か
った初期のヨーロッパ系移民の子孫から移行しはじめるようになったのであ
る。
　表2は，サウスシカゴの近隣社会における1900年，1930年，1970年当時の
民族別の定住パターンである。サウスシカゴは，ブッシュ，ミルゲート，ス
ラグバレイ，アイアンデールなどの，第1居住区と，チュルテンハム，ベッ
セマー・パーク，メモリアル・パーク，イースト・サイドなどの第2居住区
から構成されている。第1居住区には移民の第1世代が，第2居住区には移
民の第2世代が多く居住している。
　BCCの調査当時は，サウスシカゴ全体の地域は，エスニシティで異なる
近隣社会によってハチの巣状になっていた。その居住者のなかに含まれてい
るのは，その主要な居住集団を構成すると同時に，工場では従業員の多数派
でもあるセルビア人，クロアチア人，ポーランド人，イタリア人，スカンデ
ィナビア人，ドイツ人，メキシコ人，そして黒人であった。とくに，調査当
時，メキシコ人と黒人は急激に増加していた。
　サウスシカゴでは，1970年代までは，コミュニティにおける近隣社会が一
つの民族集団によって支配的に占められることは稀であった。この移住と近
隣社会の居住形態は，居住者たちが民族のアイデンティティを防衛するとい
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う偏狭な概念というよりは，むしろ，多様な忠誠心に基礎をおく集団への懇
願を行う必要性を増加させた。では，上述の移住と近隣社会の居住形態を基
礎とするサウスシカゴの選挙区は，どのような政治的諸相をうみだしていた
のだろうか。
　
3．サウスシカゴにおける選挙区政治
　
　コーンブラムはサウスシカゴの第10選挙区の政治を分析し，同選挙区の政
治組織がサウスシカゴの人びとのすべての社会層の活動と関係していること
を明らかにしている。コーンブラムによれば，第10選挙区の特徴は2点ある。
　第1に，選挙区の政党組織が労働組合のような男性のみの政治的結社では
ない点である。女性たちは，選挙区のさまざまな社会的イベントを組織化し，
近隣社会の投票区の動員にかけては，大きな役割を果たしている。さらに，
新しい民族集団が選挙区組織で権力を得ようとこころみるにつれて，彼女た
ちもまた，じぶんたちが属する集団の女性のリーダーシップをつくりだして
いた。たとえば，後述する投票区のアマチュア幹事には，公共道徳と近隣社
会の安全の問題をかかげた第2，第3世代のスラブ人・南ヨーロッパ人の女
性たちが数多く登用された。
　第2に，選挙区組織の構成が当該地域のブルーカラーの職業集団に限定さ
れない点である。選挙区政治に参入した労働組合活動家やほかのブルーカラ
ー集団は，中流階級の商人や専門職の人びとによって結び付けられていった
という。これは，マシーン政治の恩恵を受ける労働者をはじめとする多様な
集団と同じであった。
　たしかに，コーンブラムは，ほかのシカゴ市の労働者階級の選挙区のよう
に，第10選挙区にも「一般的な」マシーン選挙区の特徴があることを認めて
いる。地元の民主党委員会は，300以上の仕事を，地元の労働者に分配して
いた。この仕事の分配の見返りは，民主党候補者の選挙時の得票であった。
しかし，第10選挙区のマシーン政治の実態は，このような一般的なマシーン
政治の理解だけでは把握しきれない。たとえば，選挙区内で競合する党派は，
多様な民族集団と居住地の近隣社会から，投票区に適合的なリーダーをとり
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こもうとこころみていたのである。そのため，経済的に安定している新しい
居住区では，投票区のリーダーはまず近隣社会を構成する異質な集団から尊
敬を勝ち取らなければならない。一方，工場付近の貧困者の多い居住区では，
投票区のリーダーは，近隣社会と製鉄工場における彼らの民族的単位の政治
的野心を組織化することに成功する必要があった。
　このように，第10選挙区では，民族的な分断と団結，あるいは経済的な差
異によって，政治的利害は変化する。ゆえに，この政治的利害を代表する投
票区のリーダーが必要になってくる。アメリカの政党組織では，マシーン政
治の投票区の仕切り役は，投票区幹事（Precinct Captain）とよばれている。
投票区幹事の具体的な仕事は，選挙における票読みと票集めである10）。
　 コ ー ン ブ ラ ム は， 上 述 の 投 票 区 幹 事 を 図 2 の よ う に， 専 従 幹 事
（Professional Captains），民族幹事（Ethnic Captains），アマチュア幹事
（Amateur Captains）の3つに類型化しながら，投票区におけるマシーン政
治の生態学を明らかにしている。次にこの3つの類型を詳細にみていこう。
投票区幹事
（Precinct Captain）
選挙区責任者
（Ward Leader）
民主党委員会
（Committee）
選挙区責任者
（Ward Leader）
投票区幹事
（Precinct Captain）
投票区幹事
（Precinct Captain）
投票区幹事
（Precinct Captain）
図2：サウスシカゴにおける民主党のマシーン政治組織
出典：Kornblum, 1974, p135-160を参考に筆者作成。
マシーン政治終息期におけるシカゴの産業コミュニティと民族的遷移　　75
4．マシーン政治と投票区幹事
4―1．投票区幹事の3類型
　表3は，第10選挙区の政治的動員度と近隣社会のタイプによる，投票区幹
事の類型と人数をまとめたものである11）。これによると，政治的動員度が低
い場合は，近隣社会のタイプを問わず，投票区幹事には，専従幹事が選出さ
ていることがわかる。逆に，政治的動員度が高い場合は，第1居住区では民
族幹事が，第2居住区ではアマチュア幹事が選出されている。
表3：第10選挙区の政治的動員度と近隣社会のタイプによる投
票区幹事の類型と人数（1970年）
政治的動員度
近隣社会のタイプ
第1居住区 第2居住区
低
専従
₅
専従
11
高
民族
24
アマチュア
32
Kornblum 1974, p142から一部改変して筆者作成
 もう少し具体的にみていくと，政治的動員度が低く，近隣社会から幹事の
候補者を送り出せない投票区では，党の委員会メンバーは適任者を組織のな
かから指名する。このような指名をうけた者たちが，専従幹事とよばれてい
る。たいてい，彼らの職業上のキャリアは，組織に拘束され上司の命令にし
たがうものになる。
　第1居住区の近隣社会では，投票区幹事は地元の民族諸集団からなる交渉
による結集の過程で選出される。民族的に隔離された投票区で有権者の政治
的活動を組織化する人は，民族幹事とよばれている。
　第2居住区のブルーカラーが多く住む近隣社会では，選挙区組織はほとん
どの場合，アマチュア幹事とよばれる者を選出する。第10選挙区の政治的組
76
織にとりこまれたアマチュア幹事は，じぶんたちが居住する近隣社会におけ
る個人的，公共的いずれかの願望や政治的利害を代表する者たちである。
　次に，3つの投票区幹事のより詳細な社会的・民族的プロフィルと，マシ
ーン政治へのかかわりについて，コーンブラムの説明をみていこう。
4―2．専従幹事（Professional Captains）
　第10選挙区では，専従の投票区幹事は，共和党，民主党ともに，政党の組
織内で職業上のキャリアと地元の評判をつくっていた。たとえ，政治的な戦
略に長けてオーガナイザーとしてのスキルをもっていても，専従幹事への登
用は，所属する政党組織によって決定される。一般的に専従幹事は，選挙区
における特定の民族や地域社会での評判ではなく，選挙区の政党組織への貢
献によって名前を浸透させていく。専従幹事は，キャリア形成の初期に，マ
シーン政治によくみられる仕事の分配を受け入れる。しかし，仕事の分配を
行うのは，選挙区ではなく政党組織への忠誠をはたすためである。
　第10選挙区の民主党の専従幹事のエスニシティと近隣社会の出自は，サウ
スシカゴの伝統的なマシーン政治が日常化した投票区には適合しない。これ
は，マシーン政治の仕事の分配を忠実にはたしながらも，第一に誓う忠誠が
あくまでもクック郡の民主党組織であるというアイルランド人の職業政治家
たちにもあてはまる。アイルランド人は，もはや第10選挙区では目立つ居住
者ではなく，1950年から20年間は同選挙区を仕切ってもいない。しかし，第
10選挙区の民主党組織では，アイルランド出身で中軸となっている者たちが
存在する。これらは，職業政治家とここで定義されるような人びとであり，
選挙区の西部にある政治的動員度が低い投票区で職務を遂行するのはこの集
団となる傾向がある。
　専従幹事のもう1つの集団は，民族的紐帯を選挙区のリーダーたちと共有
する若年層の男性たちである。マシーン政治の恩恵を受ける第2世代，第3
世代のポーランド人，南スラブ人，イタリア人の25歳から40歳の労働者は，
たいていは，じぶんたちの近隣社会の投票区を動かす地位にはない。スラブ
人と南ヨーロッパ人の投票区でのリーダーシップは，いまだ古い民族的リー
ダーの手中に残っており，マシーン政治の恩恵を受ける若年の労働者たちは，
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じぶんたちの近隣社会外部の投票区の職務を受けることによって，選挙区組
織に対する義務をはたす必要性はなくなる。
　こうして，彼らは，じぶんたちにとって縁もゆかりもない有権者を組織化
しようとこころみる。結局，これらの若年層の専従幹事は，じぶんたちの近
隣社会の投票区を継承するかもしれないが，当面のあいだは，彼らは選挙区
の暫定の場所で，投票区の動員という重要な機能をはたすのである。
4―3．民族幹事（Ethnic Captains）
　民族幹事は，投票区における民族的単位の政治的団結を組織化しはじめた
者たちである。彼らは，地元の政治組織で代表権を獲得し，じぶんたちの民
族集団なかでの高い評価を得ようとこころみながら人びとを組織化していく。
　サウスシカゴにおける民族幹事の第1世代から第2世代への移行は，20世
紀のあいだにわたって普遍的な形態がみられた。この民族幹事の世代間移行
は，ポーランド人と南スラブ人が経験したが，第10選挙区でもっとも新しい
労働者階級の民族集団であるメキシコ人のあいだにもみられる。
　コーンブラムによれば，第10選挙区の近隣社会における第2世代の民族幹
事には以下のような特徴がある。まず，民族幹事は，投票区の古い民族集団
を代表する第2世代の男性が多い。そして，新しい移民集団が投票区に移動
するにつれて，民族幹事は新しい集団の第1世代のリーダーと協力する機会
をもつ。新しい集団の第1世代のリーダーは，たいてい，居酒屋店主，聖職
者，食料雑貨店主である。
　その後，移民集団の人口がひとつの区域から次の区域へと移動し，第2世
代が成年に達するにつれて，その新しい集団はすでには弱体化した古い民族
集団に対する政治的従属に憤慨するようになる。第2世代の民族幹事の補佐
役となる者は，近隣社会における第1次集団の男性リーダーたちである。彼
らの活動は，第2世代のいくつかの民族的な居酒屋を拠点として行われる。
もっとも成功したこれらの補佐役は，両親の世代の威信も獲得しはじめた男
性たちである。このような威信は，鉄鋼労働者の近隣社会では，家族の絆の
ほかに，工場での評判に由来するものである。もっとも成功した補佐役は，
工場で良い職に就き，しばしば労働組合の政治でも同じように活躍する。
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　第1世代の民族幹事は，第2世代の補佐役に尽力を求める。これは，居酒
屋を拠点とする第一次集団で威信を高める機会を彼らに与えることになる。
第1世代の幹事は，また，民族の単位をこえて社会的接触をはかる。しかし，
第1世代の幹事は，請われない限りは，マシーン政治の恩恵の仕事を人びと
にあっせんしない。その理由は，彼は，通常，仕事の持分を自分の集団に分
配するからである。
　第1世代の民族幹事の離脱にともない，投票区のリーダーシップはもっと
も影響力があり，エネルギッシュな第2世代の補佐役に移る。彼は，公式に
選挙区組織の投票区を代表するが，投票区を組織化するにあたっては，数多
くの仲間の助力が必要となる。第2世代の民族幹事は，投票区を引き継ぐ以
前に，すでに工場内で相当の年功を確立しているので，彼じしんがマシーン
政治の恩恵の職を得ることはできない。彼が分配する恩恵はどのようなもの
でも，たいていは，彼の近い関係にある投票区の若年男性たちに与えられる。
これらの若年男性たちは，最終的には専従幹事となり，選挙区の委員会メン
バーから与えられた場で役割をはたす。
　これらの特徴は，仕事の分配という恩恵の役割に関しては異なるが，一般
的に描かれたマシーン政治の民族的なとりこみのモデルに酷似している。工
場における雇用の影響が，政治的な行動に対する物質的な誘因の重要性を減
少させる第10選挙区のような選挙区では，民族的な政治におけるマシーン政
治の恩恵の役割は縮小する。ゆえに，1950年代後半に選挙区政治に参入した
アイアンデールの投票区幹事は，市と関係する1つの職を持っていただけだ
った。ほかのすべての者は，工場内で年功の高い仕事か，じぶんで居酒屋や
保険代理店などの小さな商売に従事していた。同じような形態は，古い工場
の近隣社会でメキシコ人にとってかわられたポーランド人や南スラブ人の民
族幹事の特徴でもあった。
4―4．アマチュア幹事（Amateur Captains）
　アマチュア幹事は，イースト・サイドのような第2居住区に多くみられる
投票区幹事である。イースト・サイドでは，有権者の道徳性と近隣社会にお
ける評価への願望という感情にあわせて政治的主張がつくられてきた。政治
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的主張とは，選挙区の政治組織による住民サービス改善，または，人種的な
強制バス通学（racial busing），都市再開発，大気汚染，性教育などの諸問
題などである。また，イースト・サイドの居住者は，ほかの近隣社会では幅
広い支持をもたない地域の名士たちを市議会や州議会に立候補させてきた。
これらは，イースト・サイドの住民の地元の団結と公共道徳への関心という
政治的主張に根ざした感覚に訴求した結果といえる。さらに，南スラブ人，
ポーランド人，イタリア人などのこの地域の新しい居住者たちは，第1居住
区の彼らの近隣社会の民族的利害ではなく，より影響力のある公共の問題に
じぶんたちの政治スタイルを適応させなければならなかった。このため，イ
ースト・サイドの地方の名士を支援する民主党組織の選挙区活動家と労働者
階級の改革主義者は，選挙期間中に，地方新聞とイースト・サイドの市民団
体が開催する数多くの公開討論会で選挙運動を行い，公共の問題への取り組
みを訴求したのである。
　このような政治的状況下にあるイースト・サイドの投票区で選挙に勝利す
るためには，民主党責任者は，民族的愛着が希薄化している近隣社会を仕切
る投票区幹事が必要となってくる。このため，じしんが所属する民族集団の
組織化をはかる民族幹事とは異なる政治的利害の代表者としてアマチュア幹
事が選出されたのである。
　イースト・サイドでは，リパブリック・スティール社（Republic Steel 
Corporation）がかつて行った反労働組合政策の影響のため，政治的リーダ
ーとしての，地元の組合活動家の役割に制限をかけていた。じっさいに，同
社は，本社工場でイースト・サイドの住民に対するアメリカ主義のセミナー
を後援し続けた。これらのセミナーは，この地域でもっとも不安定な政治的
単位，すなわち，ジョン・バーチ・ソサエティ（John Birch Society）の活
動家たち，ウォレス・アメリカン・インディペンデント（Wallace-American 
Independent）の政党オーガナイザー，近隣社会の改善団体のリーダーたち
の少数の核を結集する傾向にあった。これらの活動家たちの大部分は，たい
ていは，第2，第3世代のスラブ人か南ヨーロッパ人というエスニシティを
もつ女性である。彼女たちの多くは政治的に動員された比較的新しい移民で
あった。彼女たちが，公共道徳と近隣社会の安全の問題をかかげて，イース
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ト・サイドで認識されるようになるにつれて，選挙区の政党組織の責任者は
彼女たちを，イースト・サイドの投票区におけるアマチュア幹事としてとり
こもうとしたのである。
　むろん，イースト・サイドでは民族性がまったく顧みられないわけでなな
い。たしかに，民族性は，投票区の活動家を最初にとりこむときには重要で
ある。たとえば，クロアチア人の委員会構成メンバーは，イースト・サイド
の南スラブ人の集団にもっとも接触があり，個人的愛着をもっていた。イー
スト・サイドのような第2居住区の近隣社会では，民族集団の分散が大きく
なればなるほど，民族性は出身や団結の共有感覚ではなく，個人的な愛着の
形式となるのである。
　政治家たちは，これらの個人的な紐帯を根拠にして民族幹事の忠誠をとり
こむが，このような地域で民族票を獲得できる確証はない。また，政治家た
ちは，このような民族票が存在したとしても，民族集団は生態学的には分散
しているので，確信をもって票の読みをはかることもできない。選挙区のほ
かの場所では，政治家たちは，あからさまに民族票を動員しようとこころみ
ている。これらのこころみは，民族集団の分散がかなり進行した地域でも，
民族的団結という概念を復古させるかもしれない。しかし，一般的には，イ
ースト・サイドのような第2居住区の近隣社会では，民族的愛着は政治的動
員にあたっては決定的な重要性をもたない。民族的愛着は，個人的愛着と市
民の責任概念という政治的主張によって形成される投票区レベルの第一次集
団への支持を求める際の，ひとつの手段に過ぎない。このためあからさまな
民族的団結への訴求は捨て去らなければならないのである。
結　　語
　本論でみてきたように，BCCで描写されているシカゴの産業コミュニテ
ィを統合する政治上のアリーナでは，従来のマシーン政治の定義では説明す
ることのできない複雑な生態学を表出させていた。選挙区にみられる民族的
な凝集と凝離，あるいは経済的な差異は，それぞれに異なる政治的利害をつ
くりだしていた。それゆえ，選挙区で票読みと集票を行う投票区幹事たちは，
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じぶんの選挙区に合致した政治的利害に訴求した。
　これまでの一般的なマシーンの定義を構成していたのは，「階層性」や
「組織ぐるみ」（Guterbock　1980：3 ）などのいわば垂直的な理解であった。
これに対して，コーンブラムは，選挙区の投票区幹事を事例として，民族諸
集団のリーダーの連携によって形成されるネットワークの存在，すなわち，
水平的な理解を新たにくわえている。
　また，コーンブラムは，サウスシカゴの大部分をなすブルーカラー労動者
を，疎外された労働者階級というクリシェではなく，予期できない社会的結
合をうみだす相互に連携する民族集団としても描いている。
　ジャノウィッツはBCCへ寄せた序文のなかで，「コミュニティ研究の読み
応えとは，社会経済的な諸集団のリーダーたちが政治的権力の結集をはかる
複雑で移ろいやすい組織上の配列を浮き彫りにすることにある」（Janowitz　
1974：xii）と述べている。コーンブラムのBCCは，まさに，上述の「複雑
で移ろいやすい組織上の配列」を浮き彫りにすることに成功したコミュニテ
ィ研究といえる。
　コーンブラムは，サウスシカゴにおけるブルーカラーの民族集団の多様な
人びとと，政党組織に代表されるコミュニティ機関の範疇は，アメリカにお
ける労働者階級のコミュニティのかなり広範囲に及ぶパターンを象徴してい
る（Kornblum　1974：2 ）と述べている。サウスシカゴのような産業集積地
に位置するコミュニティのさらなる比較研究は，コーンブラムのこの知見を
さらに彫琢してゆくと思われる。　
〈注〉
1） 松本康は「戦後シカゴ学派」のコミュニティ論について俯瞰しているが，BCC
についても要約と全体的な知見を提示している（松本　1998）。
2） 厳密には，ニューヨーク・シカゴ・ロスアンゼルスの事例からなる比較研究であ
る。
3） 菅原和行は，マシーンを「行政不在の市内において貧しい移民の生活を援助し，
その見返りに票や献金を集めることで組織を運営した」（菅原　2005：134）と説
明している。一方，西川賢は「公的決定に伴う利益と引き換えに，それを票と交
換する機能を果たす政治組織」（西川　2008：9）と端的にマシーンを定義してい
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る。
4） トム・ブルーンとエドゥアルド・カマチョは，1980年のセンサスをもとに，シカ
ゴでは₅人に1人は貧困ライン以下の生活者であること，そして，1970年と比較
すると貧困ライン以下の生活者が24%増加したことを明らかにした（Brune and 
Camacho　1983）。
₅） 　コーンブラムに工場での職を斡旋したのは，労働組合の委員長であった。同委
員長は，コーンブラムに参与観察を「工場内部の実際の教育」を受けることとし
て許可した（Kornblum　1996：98）。
₆） コーンブラムは，ホワイトのストリート・コーナー・ソサエティの例をあげ，ホ
ワイトもイタリア料理店主の家族をつうじで，その後の調査地のインフォーマン
トたちとの親しい出会いをはたしたと述べている（Kornblum　1996：98）。
₇） コーンブラムは，BCCの主題と調査地の関係について次のように説明している。
　「本研究は，ほかの集団の諸機関と諸感情を反映し，形成する政治的機関とい
う観点から労働とエスニシティの問題を考察するものである。この見解は，地域
の政治的機関が，住民の民族と階級の意識形成にきわめて明確に主要な役割を演
じているところのコミュニティにとってはとくに適合的と思われる」（Kornblum　
1974：xvi）
₈） サウスシカゴの歴史については，ベンスマンとリンチの研究（Bensman and 
Lynch　1988）と『ローカルコミュニティファクトブック』（Chicago Community 
Fact Book Consortium　1985）を参照した。
9） 北ヨーロッパ人は，必ずしも支配的な集団をもたない北欧の人びとを意味する。
南スラブ人は，コミュニティにおける主要な南スラブ人の集団であるスロベニア
人，セルビア人，クロアチア人をさす（Kornblum　1974：14）。
10） 投票区幹事の詳細については（中邨　2005）を参照。
11） コーンブラムがサウスシカゴの政治活動家に対して行った聴き取りによる
（Kornblum　1974：142）
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Industrial Community and Ethnic Succession
toward the End of Machine Politics in Chicago:
A Case Study of the “Second Chicago” Monograph
KOBAYASHI Kazuo
Abstract
 This study examines some aspects of the industrial community and eth-
nic succession toward the end of machine politics in Chicago. As a case 
study, it analyzes Blue Collar Community (BCC) by William Kornblum; one 
of the “Second Chicago” monographs. 
 This study proposes that a complicated ecology can be found in the po-
litical arena integrating the industrial communities of South Chicago de-
picted in BCC. For example, in the election districts of these communities, 
ethnic aggregation and segregation as well as economic differences have 
created different respective political interests. 
 Therefore, precinct captains who count and collect the votes appeal to 
political interests that coincide with their own electoral district. Previously, 
many researchers have considered the “machine” to be a hierarchic and 
systematic organization exercising, that is to say, vertical understanding.
 Conversely, Kornblum adds a new horizontal understanding to the pre-
vious researches. He indicates the existence of a network formed by leaders 
of ethnic coalitions, citing precinct captains in some election districts. 
 In another viewpoint, he describes blue-collar workers who constitute 
the majority of the population of South Chicago, not as a clichéd, alienated 
labor class, but as an ethnic group promoting coalitions with each other, 
creating unexpected social cohesion.
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 BCC is a monograph that highlights a sequence of complex and transi-
tory community political organization in Chicago. 
 In addition, it shows us that the activities of blue-collar workers within 
the diverse ethnic groups of South Chicago and the representation of com-
munity institutions within political parties presents a template which can be 
adopted by a wide range of working class communities in the United States.
 Further comparative studies of communities located in industrial ag-
glomerations such as South Chicago would enhance Kornblum’s findings in 
BCC. 
